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以上

　このたび、弊社豚用製剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    の【使用上の注意】の
一部を変更致しました。ご使用に際しましては、下記内容をご参照くださいますようお願い申し
あげます。
　何卒ご了承戴きますとともに、今後とも、倍旧のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

【本件に関するお問合わせ先】
 ＫＭバイオロジクス株式会社　

 動物薬事業本部　営業部　TEL：096-345-6505

変 更 内 容
変 更 前

【使用上の注意】（専門的事項） 【使用上の注意】（専門的事項）

※下線部分が変更箇所です

対 象 製 剤

【使用上の注意】 一部変更のご案内

謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は弊社製品に格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。

変 更 後

〒860-8568 熊本市北区大窪1 6-1-
Tel: 096-345-6505  Fax: 096-345-7879

①警告
　本剤の注射前には健康状態について確認し、重大な異常（重篤
な疾病）を認めた場合は注射しないこと。
②重要な基本的注意
　母子免疫の目的で本剤を母豚に使用する際は、子豚が免疫母豚
の初乳を飲むことで予防効果が発揮される。免疫母豚が十分量の
初乳を分泌しているかどうか、また初乳を飲んでいない子豚がい
ないかどうか確認すること。

①警告
　本剤の注射前には健康状態について確認し、重大な異常（重篤
な疾病）を認めた場合は注射しないこと。
②有効性に関する重要な基本的注意
　・母子免疫の目的で本剤を母豚に使用する際は、子豚が免疫母
　　豚の初乳を飲むことで予防効果が発揮される。免疫母豚が十
　　分量の初乳を分泌しているかどうか、また初乳を飲んでいな
　　い子豚がいないかどうか確認すること。
　・移行抗体価の高い個体では、ワクチン効果が抑制されること
　　があるので、子豚への投与は、移行抗体が消失する時期を考
　　慮すること。
③副作用
　本剤注射後、まれに一過性の局所の発赤、腫脹を認めることが
ある。

＊なお、「スイムジェン ®rART₂及びスイムジェン ®rART₂/ER の子豚用法による投与中止のお願い（令和３年６月）」にて
　別途ご案内しております通り、子豚用法による投与は引き続きお控えいただけますようお願い申し上げます。


